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る生態ネットワークの分断から緑地を評価する枠組みを提示している D 第 5 章で選定したホンドタヌキの分布情報を
大阪府下の二市について調査し、移動の起こりやすさを表現する移動生起ポテンシャルモデルと生態ネットワークの
構造モデルを組み合わせて分析した結果、それらの指標生物の分布の特徴を再現できることを示しているo
第 7 章では、前章までの 3 つのスケールの異なった地域での分析結果を踏まえ、都市域における将来的な土地利用























(2) 面的開発地を対象とした計画システムのポイントは緑地配置である o 開発による自然地や生態系への影響を低減
するために保全、創出する緑地を配置する計画において、本州以南で普遍的にみられるホンドタヌキの移動可能領

















(5) 都市の 3 つのスケールごとに規定した生態ネットワークを構築する計画システムとして、計画の目的と空間スケー
ルに対応した指標種の選定方針、利用するビオトーフ。の類型や移動距離などのインベントリーの作成、それに基づ
いた生物生息を支援する緑地機能を評価するモデ、ルの構築、モデルの適用と分析結果の解釈、さらにこれらに基づ
く計画指針の作成にいたる一連の総合的な計画システムを提示している o
以上のように、本論文は、都市の生物生息空間を保全、創出する計画のモデルと手順を具体的に示し、人間活動の
集中する都市にあって生態ネットワークの改善がもたらす定量的な効果を明らかにしており、今後の都市における自
然、との共生を図る環境政策に有用な工学的知見を示していて、環境システムおよび環境工学の発展に寄与するところ
が大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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